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経済と環境の調和のとれた持続可能な社会形成に向けて、
産官学、市民との連携のプラットフォーム機能を発揮し、
産業の活性化や環境・エネルギー問題の解決に貢献する
活動を推進する。
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★産業活性化と環境の調和に資する調査研究、提言
・資源・エネルギー循環の連携プロジェクト
・環境調和型まちづくり
・新産業創出の仕組みづくり
・規制緩和やインセンティブ策等

★普及・広報活動
・シンポジウム、インターネット等を通じた活動の普及と広報

★産業活性化と環境の調和に資する調査研究、提言
・資源・エネルギー循環の連携プロジェクト
・環境調和型まちづくり
・新産業創出の仕組みづくり
・規制緩和やインセンティブ策等

★普及・広報活動
・シンポジウム、インターネット等を通じた活動の普及と広報

主な活動内容

エネルギー

資源循環

特区

★川崎臨海部立地企業等、１３社が賛同。
産官学の共同体制構築へ

2004年7月30日認証、8月2日登記、成立。

資源・エネルギー循環型資源・エネルギー循環型
産業コンビナートへの進化を目指して産業コンビナートへの進化を目指して

・旭化成ケミカルズ株式会社

・味の素株式会社

・三愛石油株式会社

・ＪＦＥエンジニアリング株式会社

・ＪＦＥスチール株式会社

・昭和電工株式会社

・新日本石油株式会社

・新日本石油化学株式会社

・株式会社デイ・シイ

・東亜石油株式会社

・株式会社東芝

・東京ガス株式会社

・東京電力株式会社

・東燃ゼネラル石油株式会社

・株式会社浜銀総合研究所

・富士電機システムズ株式会社

・株式会社ＹＡＫＩＮ川崎

企業会員（1７社）

アジア・サイエンスパーク協会名誉会長
川崎市産業振興財団 新産業政策研究所特別参与

・理事長
久保 孝雄

・理事：５名 ・監事：1名

役員＆会員構成

2006年11月現在



熱は地球に消えていく・・・？

工場の熱 ガス 電気
まちの熱

← どちらも →
もったいないなぁ

？



みんなで省エネルギー→ＣＯ２排出量を減らす

工場の熱 まちの熱

どこの熱も

皆仲間



熱の運び方（その１）

工場 まち

パイプラインで運ぶ

蒸気や温水（お湯）



熱の運び方（その２）

工場 まち

小荷物として運ぶ

蓄熱パック輸送

蓄熱
パック



どうやって小荷物に？（その１）

潜熱（せんねつ）蓄熱（ちくねつ）という技術を使います！

０℃の
水１ｇ

１℃の
水１ｇ

温める

約４Ｊ（ジュール）の熱量

０℃の
氷１ｇ

０℃の
水１ｇ

温める

温度が１℃上がります！

約３３０Ｊ（ジュール）の熱量

約８０倍の熱量

温度は変りませんが、
氷（固体）が水（液体）に変ります！

潜熱
（せんねつ）

顕熱
（けんねつ）



どうやって小荷物に？（その２）

潜熱（せんねつ）蓄熱（ちくねつ）できる
蓄熱材（ちくねつざい）をカプセル（小型容器）に入れ、

箱（大型容器）に詰めて「熱の小荷物」にします。

イメージ図

蓄熱材

断熱材

水（お湯）
カプセル

（小型容器）

箱
（大型容器）



蓄熱材（ちくねつざい）って安全？

今、予定している蓄熱材（ちくねつざい）は、
エリスリトールという天然の食品で、

皆さんの身の回りでも、飲み物やお菓子、
健康食品、甘味料とかに使われていて、

安全な材料です！

１１９℃の
エリスリトール
（液体）１ｇ

温める

約３１０Ｊ（ジュール）の熱量

温度は変りませんが、
固体が液体に変ります！

１１９℃の
エリスリトール
（固体）１ｇ



エリスリトールって何？

※三菱化学フーズ
株式会社の
ホームページ
より引用



エリスリトールって何に使われているの？

※三菱化学フーズ
株式会社の
ホームページ
より引用



工場の熱を有効利用した まちの姿

工場 まち

小包で運び

熱をためて お湯に利用

〔潜熱蓄熱〕

〔パケット輸送〕

〔加温給湯〕



最後に最も大切なこと！

供給側
・安定供給のた
めの過剰投資

・賠償責任のた
めの保険費用等

需要側
・供給側のコスト
が転化され高額
の費用負担
・責任範囲の明
確化のための
厳しい契約条件

需要と供給という二極対立構造を避けなければならない！

対立による
無駄が発生

需要者と供給者のお互いの歩み寄りによる協働事業！

供給側
・安定供給や
賠償責任のため
の負担減

需要側
・供給側のコスト
が転化されず、
費用負担軽減
・信頼関係による
緩やかな
契約条件

○


